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【司会進行】中山 元宏 S.A.A 

【点 鐘】荒木 行雄 会長 

【ソ ン グ】我ら日本のロータリアン 

【お 客 様】第5グループガバナー補佐 

       渡邉 慎司 様(木更津東RC) 

       第5グループ幹事 

       佐藤 優希 様(木更津東RC) 

【副会長挨拶】領家 宏治 副会長 

 
皆さま、こんにちは。 

本日もお忙しい中、また残暑厳しい中例会にご

出席いただき、誠にありがとうございます。 

まず、本日のお客様のご紹介をさせていただき

ます。 

・第5グループガバナー補佐 渡邉様 

・第5グループ幹事     佐藤様です。 

後ほどご挨拶を賜りたいと存じますのでよろし

くお願いいたします。 

さて、9月になっても暑い日が続きますが、今

年の夏は例年にも増して厳しい暑さが続いてお

ります。気象庁の観測でも、各地で観測史上最

高気温を更新する日が相次ぎ、体調管理の重要

性を改めて感じる日々です。私の自宅は名古屋

ですが、8月31日に6年ぶりに40℃を記録し

ています。体温を超える気温は「暑い」を超え

て「痛い」世界です。その時、千葉県は35℃く

らいで暑いは暑いのですが、体感的には過ごし

やすく感じます。 

弊社 JERAは発電会社ですが、皆さんもご存じ

のとおり再エネの導入が進み関東エリアでは最

大約1,500万kW、これは弊社の最大供給力約

3,500万kWの約40%に相当します。太陽光にし

ても風力にしても出力が一定でないためそのし

わ取り、バランス調整を火力発電が賄っていま

す。数年前までは供給のピークは13時～14時

でしたが、最近は日が沈む18時～19時が点灯

ピークとなります。一方で、火力発電は地球温

暖化の原因とされていますので資源のない日本

には商売敵ではありますが原子力発電も必要な

のかとも思います。いずれにしましてもこの暑

さをしのぐにはエアコンが必要不可欠ですので

ぜひ我慢しないで使用してください。 

話は変わりますが、第20回大会となる2025年

世界陸上競技選手権大会（東京大会）は、2025

年9月13日～21日まで東京・国立競技場を舞

本日の予定 第9回例会 9月22日 

米山奨学生卓話 楊 静文(ヨウ ジンブン)様 

 



台に開催され、約2,000名の選手が200を超え

る国・地域から集結します。東京での開催は

1991年以来34年ぶり、日本開催は2007年大阪

開催に続く3回目。国立競技場は2021年東京五

輪の舞台としても話題で、最新設備と観客の熱

気が融合した理想的な会場です。女子マラソン

が14日、男子マラソンは15日らしいので私も

観戦に行こうかと思っています。 

皆さま、残暑厳しい中ではありますが、世界最

高峰の熱い戦いを観戦してみてはいかがでしょ

うか？ 

以上、本日の副会長挨拶とさせていただきます。 

本日もどうぞよろしくお願いいたします。 

 

【幹事報告】福原 孝彦 副幹事 

 
9月のロータリーレート 1$=147円 

 

≪回覧物≫ 

・クラブ活性化セミナーのご案内 

≪連絡事項≫ 

・次回例会は9/22通常例会です。 

 米山記念奨学生の卓話となっています。 

 斉藤会員がお客様を連れてこられる予定とな

っていますので、 よろしくお願いいたしま

す。 

 
【その他の委員会報告】 

勝畑 元宏 社会奉仕担当部門長より 

 
奉仕プロジェクトの報告がありました。 

【ご挨拶】渡邉 慎司 ガバナー補佐 

 
皆さんこんにちは、まだ暑い日が続きますがい

かがお過ごしでしょうか。9月、10月とガバナ

ー公式訪問に伴って、第5グループ7クラブに

訪問させて頂く1番目の訪問となります。 

 先日第5グループ全体でアンケートを実施さ

せて頂きましたが、貴クラブとグループ全体の

アンケート結果について少し説明させて頂きま

す。 

まず始めに、クラブ活動に対する満足度につい

て、袖ケ浦クラブの皆さんは特に、例会と親睦

活動について満足している方が多く、会員同士

の交流についても満足、どちらかといえば満足

の割合が高くなっており、グループ全体の数値

についても同じような値となっています。 

 クラブを変えていくべきかという問いに対し

ては、「どちらかといえばそう思う」という意見

が一番多くなっています。この点については変

えていくべきところ、守っていくところがクラ

ブにあると思いますので、クラブ内での意識の

共有を進めていくのが良いのではないでしょう

か。 

 クラブ活動への参加度合いを見ても積極的に

参加している会員が多く、参加する優先度をみ

ても、「ロータリーが最優先」と回答された会員

が一番多くなっているのは、大変すばらしいこ

とだと思います。ちなみにグループ全体では

「他の活動と同等」が一番多い回答となっていま

す。 

 入会を勧めますかという問いについては、勧

めたくないという意見が一人もいない結果とな



っていますので、機会があれば入会者を積極的

に勧誘していけるのではないでしょうか。 

 ロータリーの価値観については、やはり「奉

仕」「親睦」と回答した会員が9割前後となって

おり、ロータリーの目的を実践されていると感

じました。グループ全体を見てもやはりこの2

項目が7割から8割となっています。 

 ロータリー全般の情報の入手方法については、

「ガバナー月信」「ロータリーの友」「例会」から

と回答された会員が多く見られます。９月号の

ガバナー月信で時田ガバナーが、ロータリーの

友をクラブで活用するように促しています。ク

ラブによっては、ロータリーの友の紹介を毎月

実施しているクラブもあります。 

 ロータリーが果たしてきた貢献についてのア

ンケートでは、やはり「地域社会に対する貢献」

が全会員数の９割程度が感じており、続いてポ

リを根絶が続いています。 

 クラブ運営に対する関りについては、既に多

くの会員が携わっているようで、クラブ全体と

して会員がそれぞれの役目を果たしているので

はないでしょうか。 

 最後に入会した理由については、やはり多く

の会員が「知人や友人の紹介」と回答しており、

ともにロータリーで活動してもらえそうな、知

人や友人に声を掛けていく事が会員増強につな

がる第一歩だと思います。 

 ガバナー公式訪問でのディスカッションにつ

いてテーマを決めて頂き、当日皆さんで意見を

出し合って頂きたいと思います。ガバナーへの

意見や質問もその時間を利用して頂ければとお

もいます。ガバナー公式訪問は10月６日となり

ますので、またその時にお会いしたいと思いま

す。 

 最後に第５グループで行われますラーニング

セミナーが11月７日（金）、17時より木更津商

工会議所にて開催されますので、特に入会歴が

５年未満の方は参加して頂きたいと思います。 

 

佐藤 優希 グループ幹事 

 
 

✿私の記念日✿ 

勝畑 元宏 会員（9/5 父の命日） 

きれいなお花をいただきました。ありがとうござい

ました。 

先日、山田 修平パストガバナーの葬儀にいってきま

した。 

☆ニコニコBOX☆ 

荒木 行雄 会長 渡邉ガバナー補佐、佐藤ｸ゙ ﾙー ﾌ゚  

福原 孝彦 副幹事 の来訪に感謝。鈴木孝雄会員の

卓話にニコニコ!! 

髙村 和朗 会員 ガバナー補佐、グループ幹事の 

領家 宏治 会員 来訪と鈴木孝雄会員の卓話にニ 

佐々木 亘 会員 コニコ！！ 

鈴木 貴志 会員  

薄  雅幸 会員 

中山 元宏 会員 

斉藤 真己 会員 

松尾 昭憲 会員 

餅田 則雄 会員 

 

【出席報告】城所 秀樹 出席･親睦担当部門員 

 

【プログラム】会員卓話 鈴木 孝雄 会員 

 

 会員数 出席会員 欠席会員 出席免除 

22名 16名 5名 1名 

出席率 前々回修正出席率 

76.19％ 80.95％ 

欠席者 橋本会員、髙木会員、白根会員、鈴木 

慶太会員 

ﾒー ｸｱｯﾌ゚  津留会員 



今日はプログラムが変更になったということで

卓話をすることになりました。題目を聞いたと

ころ「基本的教育と、識字率向上」と難しい内

容だったので、私には合わないと思い自由な題

とさせていただきました。 

 いろいろ考えましたが、私は釣りが大好きな

ので、釣り、特にハゼ釣りについて話したいと

思います。 

・初めに釣りが好きになったわけについて 

生まれたのが昭和25年６月７日、旧長浦村に生

をなし、当年75歳の今日まで、長浦をこよなく

愛しているためこの地を離れることができませ

んでした。 

私の親父は７人兄弟の次男坊で、家にはいられ

ないと考えていたみたいで予科練の訓練中に通

信の資格を取り、家を出る予定だったのですが、

長男が農業・漁業が嫌で東京に出て行ってしま

ったので、仕方なく家を継ぐことになったそう

です。 

当時は農業（畑と田んぼ）と漁業（海苔の養殖）

をしていたので、贅沢はできないけど食べるも

のは十分にあったようです。 

終戦後、暫らくは帰還兵が食べるものがなくて、

田んぼのあぜ道に生えている野蒜を掘って食べ

ているのを見ると、親父もひもじい時期を過ご

したのを思いだし、サツマイモなどを分けてあ

げたそうです。 

私は、学校に上がる前は、祖父母と犬に育てら

れました。 

毎日、腰にひもで括り付けられ、目の届かない

ところへ行かないよう監視されていました。  

 やることがないので、祖母がする野菜の仕分

けや、祖父が魚をおろしたりするのを毎日見て

いました。 

 祖父はほぼ毎日海に出かけ、ポッポ（孟宗だ

けで作ったウナギをとる仕掛け）でウナギやア

ナゴ、ギンポ、ハゼをとってきました。 

ウナギやアナゴは近所の料理屋さんに卸してい

たみたいです。ギンポやハゼは調理して夕飯の

おかずにしていました。 

ギンポの天ぷらや、煮つけが旨かったを今でも

覚えています。今は、ギンポは幻の魚と言って

ほとんど見ることが無くなりました。 

ギンポ 

 

親父は、車エビやカレイ・アイナメなど新鮮な

魚を取ってきましたが当時は生で魚類を食べま

せんでした。 

祖父は、海が時化でない限りほとんど海に出て

いて漁をしていたので、その都度に家で魚をさ

ばいていました。私もやることがないので祖父

が調理するのを見て、魚のおろし方を覚えまし

た。 

腰ひもから解放された4～5歳ころは、祖父にハ

ゼをもらい、見様見真似でハゼをさばき、天ぷ

らにしてもらったのを覚えています。 

小学生になると、親父と祖父が海に連れていっ

てくれました。 

親父と祖父が漁をしている間、私は船の上で自

作の竹竿を使い釣りをしていました。 

このころは魚影が濃いのか入れ食い状態で、ハ

ゼやアイナメが良く釣れました。 

この頃から釣りが好きになり、休みになると友

達と干拓にハゼを釣りに行ってました。 

【ハゼ】について話したいと思います。 

マハゼ（真鯊）は、ハゼ科に分類される魚の一

種です。 

北海道から種子島まで、日本の沿岸域に広く分

布しており、特に波の穏やかな内湾や、川の水

と海水が混じりあう汽水域の砂泥底を好んで生

息しています。東京湾の「江戸前のハゼ」とし

ても有名で、古くから多くの人々に親しまれて



きました。 

生態と特徴 

•大きさ: 一般的には15cm前後ですが、大きい

ものでは25cmほどに成長します。 

•寿命: 多くのマハゼは1年で一生を終える「年

魚」です。 

•冬から春にかけて産卵し、孵化した稚魚は夏に

は釣りの対象となる大きさにまで成長します。 

•見た目: 体は細長い円筒形で、頭が大きいのが

特徴です。口も大きく、食欲旺盛です。腹びれ

は左右がくっついて吸盤状になっており、海底

や岩などに体を固定することができます。 

•食性: 肉食性で、ゴカイや甲殻類、小魚などを

食べます。 

 マハゼ 

 

ハゼ釣りについて 

ハゼ釣りは、初心者やお子様でも気軽に楽しめ

るレジャーとして人気があります。 

•シーズン: 主に夏から秋にかけてがシーズンで

す。 

•特に9月から11月が最盛期とされています。 

釣り方について 

･ウキ釣り・ミャク釣りがあります。 

岸から手軽に狙える最もポピュラーな釣り方で

す。竿と簡単な仕掛け、エサがあれば誰でも楽

しめます。 

初心者の方でもすぐに準備できる、代表的な仕

掛けを2つご紹介します。釣具店で「ハゼ釣り

セット」として売られていることも多いので、

それを利用するのも手軽でおすすめです。 

 

1. ウキ釣り仕掛け 

魚のアタリ（魚がエサに食いついたサイン）が

ウキの動きでわかるので、見ていて楽しい一番

ポピュラーな仕掛けです。 

【作り方】 

1.竿の先端に道糸を結びます。 

2.道糸に上から「ウキ止めゴム」「シモリ玉」

「玉ウキ」の順で通します。 

3.針から10cmほど上の位置に、オモリ（ガン玉）

をペンチなどで挟んで取り付けます。 

4.糸の先端に針を結んだら完成です。 

【ポイント】  

ウキ下の長さ（ウキから針までの長さ）を、オ

モリがちょうど海底に着くくらいに調整するの

がコツです。 

2. ミャク釣り仕掛け 

1.竿の先端に道糸を結びます。 

2.道糸に（必要であれば）目印をいくつか付け

ます。 

3.針から10cmほど上の位置にオモリを取り付け

ます。 

4.糸の先端に針を結んだら完成です。ウキ釣り

よりさらに簡単です。 

【ポイント】 

 仕掛けをゆっくりと海底で引きずったり、少し

持ち上げて落としたりして、ハゼを誘うのが効

果的です 

エサはアオイソメを針の大きさに合わせて小さ

く切って付けます。 

・私はいろいろ試しましたが、穴あきの重り

（３号から４号）に道糸を通しより戻しに結び、

片方に直接ハリスを結び可動式にして、リール

竿で４メートルほど投げてゆっくり引き釣りし

ます。広範囲に探れ、釣果も上がります。この

釣り方は根がかりするリスクが多いため、針は

大目に持って行った方が良いです。 

次はハゼの調理について 



基本の下処理（唐揚げ・甘露煮など） 

小さなハゼを調理する場合の基本的な処理です。 

1.ウロコとヌメリを取る: 包丁の背やペットボト

ルのキャップなどで、尾から頭に向かって優し

くこすり、ウロコを落とします。 

2.塩を振って軽くもむと、ぬめりも取れて一石

二鳥です。 

3.頭を落とす: 胸ビレのすぐ後ろから包丁を入れ、

頭を落とします。 

4.内臓を取り出す: お腹に少し切れ目を入れ、指

で内臓をかき出します。を落とした断面から、

腹に向かって指で押し出すようにすると簡単で

す 

5.洗う: お腹の中などを水で綺麗に洗い、キッチ

ンペーパーで水気をしっかり拭き取ったら完了

です。 

天ぷら用の開き方（背開き） 

1.基本の下処理（1～3） を行います。 

2.背中から開く: 背中側から中骨に沿って、包丁

の刃先で尾から頭の付け根まで切り込みを入れ

ます。 

3.骨を取る: 切り込みから身を広げ、反対側も同

じように骨から身を剥がします。最後に尾の付

け根で中骨を切り離せば、綺麗な開きになりま

す。腹骨が気になる場合は、包丁でそぎ取って

ください。 

刺身用のさばき方（三枚おろし） 

20cmを超えるような大きなハゼが釣れたら、

ぜひ挑戦してみてください。 

1.基本の下処理（1～3） を行います。 

2.身をおろす: 背中側と腹側から中骨に沿って切

り込みを入れ、片身を骨から切り離します。裏

返して、もう片方の身も同じようにおろします。

これで三枚（身が二枚、骨が一枚）になります。 

3.骨と皮を取る: 腹骨を包丁で薄くそぎ取ります。

次に、皮を引きます。尾の方から包丁を入れ、

皮と身の間に刃を進めていきます。 

【ポイント】 

•ハゼは小さい魚なので、小出刃包丁があると作

業しやすいです。 

•刺身にする場合は、必ず釣ったばかりの新鮮な

ものを使い、調理は手早く行ってください。 

 

最後に料理について 

マハゼは上品な白身で、クセがなく非常に美味

しい魚です。 

•天ぷら: マハゼ料理の代表格です。江戸前天ぷ

らでは高級ネタとして扱われ、ふわふわとした

食感は絶品です。 

•唐揚げ: 小ぶりのマハゼは、頭と内臓を取って

丸ごと唐揚げにするのがおすすめです。骨まで

美味しく食べられます。 

•刺身: 20cmを超えるような大きなマハゼは、新

鮮であれば刺身で味わうことができます。その

味はタイよりも美味しいと評されることもあり

ます。 

•その他: 甘露煮は難しいので普通に煮魚で食べ

てもおいしいです。 

•焼いて干したものを出汁に使う「焼き干し」な

どが良い出汁が取れます。 

これからがハゼ釣りの最盛期です。 

特に大きなハゼが釣れる時期は、12月のクリス

マス前後で、上げ潮の夕まずめが一番釣れます。 

場所は、真水が流れ込む岸が最適です。 

魚屋さんにはハゼは売っていません。ハゼ釣り

に行きましょう 
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